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東川園長ごあいさつ

夏祭り～花火に盆踊りに盛りだくさん笑顔もいっぱい

今年の夏もとても暑い日が続いています 。夏といえば、「ひまわ
り 」 「 花 火 」 「 か き 氷 」 「 お 祭 り 」 が 思 い 浮 か び ま す 。 ゆ り か ご
園 で は 今 年 も 皆 様 の ご 協 力 の も と 、 夏 祭 り を 無 事 に 開 催 す る こ と
が で き ま し た 。 今 年 は 室 内 の み で 実 施 し ま し た 。 模 擬 店 は 、 ボ ー
リ ン グ ・ ヨ ー ヨ ー 釣 り ・ く じ 引 き ・ 涼 （ 涼 し く 暗 い 室 内 で 花 火 の
プ ロ ジ ェ ク タ ー や ウ ォ ー タ ー マ ッ ト ） の 部 屋 の ４ つ で し た 。 職 員
同 士 で 色 々 な ア イ デ ア を 出 し 合 い な が ら 決 ま り ま し た 。 当 日 は 、
参 加 し た 子 ど も た ち か ら 自 分 で 出 来 た 喜 び や 皆 で 遊 ぶ 楽 し さ 、 普
段 と 違 う 雰 囲 気 へ の 戸 惑 い な ど 様 々 な 気 持 ち を 感 じ て い る 姿 を 見
せ て も ら っ た よ う に 思 い ま す 。 ま た 、 盆 踊 り で は 皆 で 過 ご す 一 体
感 を 感 じ 、 か き 氷 で は 好 き な 味 を 自 分 で 選 ん で 食 べ る 経 験 を し て
も ら え た の で は な い で し ょ う か 。 暑 さ や 人 の 多 さ か ら 地 域 の お 祭
り に 行 く 機 会 が 少 な く な っ て き た と い う お 声 を 聞 く こ と が あ り ま
す 。 ゆ り か ご 園 で 少 し で も お 祭 り の 雰 囲 気 を 味 わ い 、 夏 を 楽 し ん
でもらえていると嬉しく思います。

ま た 、 毎 年 夏 祭 り で 使 用 し て い る か き 氷 機 は あ お ぞ ら 園 に 借 り
て い ま す 。 今 年 は 和 太 鼓 も 借 り 、 そ の お 陰 も あ り さ ら に 夏 ら し く
盛 り 上 が っ た 夏 祭 り に な っ た と 思 い ま す 。 こ れ か ら も 子 ど も た ち
が 楽 し く 、 自 分 ら し く 過 ご し て い け る よ う に 日 々 取 り 組 ん で 参 り
ま す 。 次 は こ ん な こ と を ゆ り か ご 園 で 経 験 し て み た い な 、 や っ て
み た い な … な ど あ り ま し た ら 是 非 ご 意 見 い た だ け れ ば と 思 い ま す 。
今 後 の 参 考 に さ せ て い た だ き ま す 。 皆 様 、 ご 協 力 あ り が と う ご ざ
いました。 ( 逸見 )      
                                      

公立認定こども園研修会の実施

今年度、ゆりかご園では公立認定こども園に併行通園している園の先生方に対

して研修会を実施しました。今後、公立保育所や私立幼稚園・保育所等にも研修

の実施を広げていきたいと考えています。来園いただいた先生方の感想を下記に

載せています。今後も連携を緊密にとっていたきいと思います。

A先生

研修ありがとうございました。ゆりかご園では、先生方の手厚いサポートと、生

活の見通しを持てる工夫がありました。また人的・物的環境が整っている事で、

色々な課題に取り組むことが出来る〇〇さんの姿が印象に残りました。幼稚園で

は、〇〇さんが興味を持った遊びを深めていけるように、環境を日々工夫してい

ます。今後の保育においては、自発的に身の回りの生活習慣や遊びに取り組める

ように、〇〇さんが生活に見通しをもち、安心して過ごせる環境づくりを引き続

き行っていきます。

B先生

幼稚園に通園している時とは違う園児の様子を見ることができました。講師の先

生とお話させていただいた中で、園児の参加が難しい活動は園児にとって興味が

ない活動だと思いましたが、そうではなく、何をすればいいのか理解できていな

い活動だと気づきました。ゆりかご園での活動でも、園児が理解できている活動

は前のめりになって参加する姿が見られたので、まずは活動の内容を理解するこ

と、その上で「やる、やらない」を園児が選べるように支援していきたいと思い

ます。

今年度はじめてのひまわりっこクラブを開催しました！今回は昨年
度で卒園・退園されたお子さんのきょうだいにもお声掛けし、総勢 1 7
名の参加者でわいわいと大賑わいのお楽しみ会となりました。

遊びはオリジナル水鉄砲作りと水遊びをしました！オリジナル水鉄
砲作りでは、シールやカラーペン等で思い思いにデコレーションして
いき、とても集中して世界に１つだけの水鉄砲を作っていました。
作った水鉄砲で色んなイラストやきょうだいの写真を探し、見つける
と吊り下げている紙部分をよーく狙って水を吹きかけてゲットしたり、
水風船を割ったりして夏ならではの遊びを満喫しました！

その後はお菓子やかき氷を食べながら自己紹介をしていきました。
お菓子はバイキング形式でそれぞれ好きなお菓子を何にしようか迷い
ながら選び、お代わり自由のかき氷では、何杯もお代わりして水遊び
で熱くなった体をひんやりさせていました 自己紹介では好きなもの
を発表していく中で、共通点を見つけたりして嬉しそうに笑ったり、
最後まで楽しくお話をしていました。

次回のひまわりっこクラブは冬に予定しています。またたくさんの
ご参加をお待ちしています！（藤井）

ひまわりっこクラブ～水鉄砲つくりにお菓子パーティー

水鉄砲作り

水鉄砲作り

きょうだい紹介

くじ引きの様子

かき氷を食べる様子

ヨーヨー釣りの様子

視線入力でかき氷の味を選ぶ様子

立秋を過ぎましたが、まだまだ厳しい暑さが続いています。今年の夏は観測史上

最も暑い日が全国的に多く、熱中症による救急搬送も増えていると報道されていま

す。センターでも、こまめな水分補給や涼しい室内での活動を心がけ、子どもたち

が安心して過ごせる環境づくりを進めています。

この時期は、花火大会や夏祭りなど地域の行事も多く開催されています。音や光、

においといった感覚は、子どもたちにとって強すぎることもありますが、ご家族と

相談しながら、静かな場所から眺める、短時間だけ参加するなど、無理のない形で

夏の雰囲気を味わえる機会を大切にしてほしいです。

園では、今年も「夏祭り」を実施しました。保護者の方をはじめ、兄弟姉妹や

祖父母の方々も来園いただき、楽しいひと時を過ごしました。とても嬉しいことは、

年長の兄弟姉妹の中には、お手伝いをしてくれる子どもたちもいました。役割を

持って頑張っている姿を見て、頼もしく感じました。模擬店で大きな声で歓声を上

げる子たち、表情や体の動きで見せてくれる子たち、それぞれ喜びの感情表現をし

てくれていました。その姿を見て、私たち職員にとっても大きな喜びでした。楽し

いひと時に、あちらこちらで笑顔が見られ普段はあまり出会うことのない方々同士

で話に花が咲いていました。とても良い夏の思い出となりました。

まだまだ暑さは続きそうです。ご家庭でも体調の変化に気を配りつつ、残暑の

日々も無理なく楽しく過ごしましょう。
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